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PICK UP

ふくちのち内にある「ものづくりラ
ボ」で、年賀状作成などに便利な

「正月ハンコ」作りのワークショッ
プが、12月６日・13 日・20日の３
回開催されました。参加者51人
は、それぞれの絵心を生かし、今

年の干支である牛
のイラストを描写。オリジナルの絵がスタンプになって

いく過程を通し、ものづくりの楽しさを実感していました。

NEXT MONTH

INFORMATION
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 特別整理期間のお知らせ！

来月のふくちのちは…！？
●年に一度の蔵書点検に伴い、２/８（月）～２/19（金）は休館します。

今年の干支・牛がモチーフ！

「ハンコ作り」でお正月準備

恐竜やハシビロコウ、うさぎやね
こなどのイラストにぬり絵をした
後、その絵を元にミシンが自動で
刺しゅうを行います。この機会に、
世界にたった１つだけの特製ブ
ローチ作りに挑戦してみませんか。

刺しゅうミシンを体験してみよう！

オリジナルブローチづくり

場所▲1 階 ものづくりラボ
参加費▲200円（1個作成分）
　　　　1家族 2 個まで

時間▲① 14 時 00 分～
　　　② 15 時 00 分～
　　　③ 16 時 00 分～
※ 各回１家族に限定します。
※ 事前申込が必要です。
※ 小学２年生以下は、保護者同伴。

↓「
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©アン・グットマン／ぶん（岩崎書店）

日にち▲１月 10 日（日）
１月 17 日（日）
１月 24 日（日）
１月 31 日 （日）

※詳細については、来月号のふくちのち便りをご確認ください｡

ふくちのちイベント

開館時間 10:00-17:30 ／福智町赤池970-2 ／☎ 28-2855

ふくちのち便り
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　  …有料   　  …要申込

子ども向け ☎

大人向け ☎

【１月の休館日】

 1 日（金）～４日（月）　５日（火）

 12日（火）　19日（火）　26日（火）

★ 1/6（水）は10：30～17：00まで開館

※ 感染症の拡大状況により、掲載

　 内容を変更する場合もあります。

感謝離
河崎啓一／著（双葉社）

リノベ暮らしはじめました
たかはしみき／著（新潮社）

ぼくたち、わるもの？
ソフィー・コリガン／著（サンマーク出版）

へんくつさんのお茶会
楠章子／作（学研プラス）

ハーバードで学んだ
最高の読み聞かせ
加藤映子／著（かんき出版）

自分らしく、
ひとりで暮らすということ
主婦の友社／編（主婦の友社）

ドラねこまじんのボタン
如月かずさ／作（偕成社）

ゲナポッポ
クリハラタカシ／著（白泉社）

◆上映会
　「永遠のニシパ」
　１/９ （土）14:30-16:05

◆スタッフのおはなし会❶
　１/10 （日）11:00-11:30

◆上映会
　「うっかりペネロペ
　　　　みんなともだち編」
　１/16 （土）14:30-15:05

◆スタッフのおはなし会❷
　１/17 （日）11:00-11:30

◆スタッフのおはなし会➌
　１/24 （日）11:00-11:30

◆子どもの折り紙教室
　１/31 （日）11:00-11:30
　定員▲先着６組

幕末から明治初期にかけ蝦夷地
を探査・記録し、「北海道」のもと
となる「北加伊道」を提案した探
検家・松浦武四郎と先住民アイヌ
との交流を描いた名作「永遠のシ
ニパ」。主人公は嵐・松本潤が好演。

キュートなペネロペが友達や家族
たちに囲まれて過ごす好奇心一
杯の毎日の物語。原作の絵本の世
界観を大切に再現したペネロペ
の愉快な日常を 5 分のショートア
ニメで存分にお楽しみください。
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▶今回は、福智町から輩出
した３人のスポーツ選手を
紹介。私は、プロボクサー
の夢を叶えた寺田さんを取
材しました。「父はとても厳
しい人でしたが、今では感
謝でしかない。ボクシング
で、父よりこわい相手なんて
いないと思う」と寺田龍覇さ
んが言った言葉にジーンと
くるものがありました。今後
の活躍に注目です。（世良）

●最古の木工技法で作られる

木製の手彫り臼

Jan.2021

029

▶皆さん！明けましておめ
でとうございます。新年一
発目の特集は、令和３年に
希望を灯すため夢追う３人
の「ミライ☆チャンピオン」
を紹介。今回担当した森田
梨湖選手と田吹光翼選手
の取材から私が感銘を受
けた「その気持ち」を含め
て紙面でリアルに伝えるこ
とに挑戦した（自称）超力作
です。ぜひご覧あれ。（藤本）

木臼は、 窪みを掘り器などを作

る「刳り物」と呼ばれる日本最古

の木工技法で作られています。

現在では、 昔ながらの木臼は

ほどんど生産されていません

が、 使い勝手が良いとされる石

臼は、 年末年始の餅つきイベン

トなどで今でも活躍しています。

日本古来の伝統技法で作られる「木臼」
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